
井
川
と
川
根
を
つ
な
で

七
ば
駅
か
ら
丼
川
駅
ま
で
の
２５
・
５
ｋｍ
、
標
高
差
約

４
０
０
ｍ
の
山
岳
区
間
を
結
び
、
い
か
わ
ね
の
暮
ら
し
を
つ
な

ぐ
日
本
で
唯
一
の
ア
プ
ト
式
鉄
道
、南
ア
ル
プ
ス
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン
。

も
と
も
と
は
、
水
力
発
電
所
建
設
の
た
め
の
資
材
を
運
ぶ
ト

ロ
ッ
コ
列
車
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
３４
年
か
ら
は
、

地
域
の
暮
ら
し
を
支
え
る
交
通
、観
光
の
要
と
な
り
ま
し
た
。

山
間
地
域
を
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
と
進
む
小
さ
な
赤
い

列
車
。
深
碧
の
湖
面
や
木
漏
れ
日
、
雄
大
な
ダ
ム
の
景
色

だ
け
で
な
く
、
列
車
の
リ
ズ
ム
や
音
が
心
地
よ
く
伝
わ
る

ト
ン
不
ル
、作
業
を
止
め
て
手
を
振
っ
て
く
れ
る
お
父
さ
ん
、
プ

ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
出
迎
え
て
く
れ
る
駅
員
さ
ん
な
ど
、

歯
車
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
噛
み
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
出
会
い
と
お
も
て
な
し
を
、
ゆ
っ
く
り
と
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

尾
盛
駅
（か
わ
ね
）
と
閑
蔵
駅
（い
か
わ
）
と
の
間
に
あ
る
、

い
か
わ
ね
を
結
ぶ
鉄
道
橋
「関
の
沢
橋
梁
」
は
、
川
底
か
ら
の

高
さ
が
約
７‐
ｍ
ぁ
り
、
日
本
ズ
私
鉄
）
２
昌
さ
を
誇
り
ま
す
。

い
か
わ
ね
を
代
表
す
る
コ
局
い
山
、
深
い
谷
」
が
織
り
な
す

素
晴
ら
し
い
景
観
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
橋
上
を
徐
行
運
転
し
て
く
れ
る
優
し
い
お
も
て
な
し

が
、
温
か
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

速
さ
や
効
率
ば
か
り
が
求
め
ら
れ
が
ち
な
日
常
。
い
つ
も
は

自
動
車
で
通
り
過
ぎ
て
し
ま
う
い
か
わ
ね
路
を
、
あ
ぷ
と

ラ
イ
ン
で
ゆ
っ
く
り
進
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ
と
、
懐
か
し
く

も
新
し
い
出
会
い
が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
。

ユネスコエコバークに登録された、

静 岡 市 井 川 と川 根 本 町 の

魅力を伝える、地域でつくる新聞

い
か
わ
ね
を
（

あ
ぷ
と
う



ひらんだ駅

かわねこやま

川根小山駅 砕
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●
ひらんだ

川根小山駅は千頭駅から5 8kmの地点にあり、一日の平均乗降

客3人の無人駅です。川根小山駅から徒歩 10分の小山トンネル

付近には大丼川の摯実誇将を見ることができます。右も左も

大丼川、通称「牛の頸」(ぎゃ―のくび)と いい、両者の距離がわず

か50mで標高差が25mあります。大井川流域は、世界的に見て

も隆起が激しい地帯であるため、このような蛇行が作られます。

大 丼 川 の 歴 史 を 凝 縮

川根小山駅から徒歩5分のところには「牛

の頸」の地形を活かして、明治43年 に日

英水電によって作られた小山発電所跡が

ありま丸大井川水系初の発電所で、昭和

11年まで島田、浜松方面に送電していま

した。近辺には、貯水池跡、旧井川線のト

ンネル、小山の吊橋の先に、発電所建設

の構想を進めた鈴木久―郎翁の記念碑

があり、ちょっとした散策におすすめです。

かわねごやま

川根小山

■
■
■
■
■
■

魂

減

【耐
≪
制
限
か

＝
脚

さわま

沢間 ●

あぶとラインはディーゼルエンジンで走っているため、

地元住民から「エンジン」の愛称で親しまれています。

7、 8年前までは「エンジン」に乗って通学する学生も

いて、沿線住民の暮らしを支えてくれていました。

で廃トンネルの中へ !!
ひらんだ駅前のカヌー競技場からスタートして上流へ。

接岨湖には旧井川線の線路やトンネルが眠っています。

水位が低いと線路とトンネルが姿を現し、水位が高くなる

と姿を消してしまいます。カヤックに乗ってトンネルをくぐ

れるのは運しだい!?昔列車が通っていた場所をカヤックで

進むなんて、とても不思議で貴重な体験です。

平成2年 (1990)、 長島ダム建設による路線付け替えで誕生した駅
せっそこ

です。駅前には国体・カヌー競技の会場にもなった「奥大井接岨湖

カヌー競技場」が広がります。ここは長島ダム・接岨湖の一部で、

「カヌーの町・り‖根本町」を象徴する場所。普段は地元・り‖根高校

のカヌー部が練習に使っていますが、最近はカヤックや釣りを楽しむ

レジャー客も増え、地域に開かれたダムとして親しまれています。

「
か
ゎ
ね
の

ぉ
す
す
め
ス
‐ボ
ツ
ト

時薇

1豪

ヽ

ヽ

¬

土本のタコ杉



関の沢橋梁

井川駅から少し歩して丼川先 の中部電力井川展示館

を過ぎると、廃線となった線路が見えてきま魂却 ||タム

建設当時の資材搬入駅 (旧堂平駅)へと続く廃線が

遊歩道に整備され、線路の上を歩く、ちょっとした冒険

が楽しめま魂廃線から見る期 ‖湖の景色は最高で■

やまじゅう りヽつ安繕皐/
駅から県道に向い徒歩30秒。「お休み処手打ちそば」の

看板通り、自家栽培、自家製粉の手打ちそばを食べながら

ゆっくりと会話を楽しめるお食事処。昔から大切に作り

続けている在来雑穀の味が楽しめるきび団子や「ほもろ

こし」の柏餅が大好評 !自 家栽培の麦でつくる麹味噌は

遠方客のフアンも多いとか。

嘉線小路

あぷとラインがっなぐ

いかわねの暮らし

かんそう

あぶとラインでは井川の玄関口となる駅です。「かんそう。甘草・甘蔵・

神増」と表記は様々ですが、寛文2年 (1662)には集落の名が記録に

記されています。鉄道ができて道路が整備される前までは、山道を

2時間程かけて井川の本村まで歩いていたとか。り‖根と井川を結ぶ

県道の新接岨大橋からは、井川の奥へと続く深い山々と、かつて

川狩りが行われていた大井川がゆっくりと流れる様子が一望できま魂

思い出の閑蔵分校
駅から県道を横切って真直ぐ下ると昭和34年 まで

開校されていた閑蔵分校があります。「小さい学校

だけど和気あいあいとして楽しかったよ。運動会に

は村の人も来てくれて、家で採れた野菜を賞品にし

てね。」と、学校というよりは集落の人々と共にある

集会場のような場所だったと

か。今では、力エルやイモリ、夏

の夜には蛍も飛び交う昆虫た

ちの憩いの場となっています。

南

ア
ル
プ

ス
あ

ぷ
と

ラ
イ

ン
（
大
井
川
鐵
道
井

川
線
）
に
は
、
千
頭
か
ら
丼
川

ま
で
、
‐４
の
駅
が
あ
り
ま
す
。

憩

い
の
ス
ポ

ッ
ト
と
し
て

整

備

さ
れ
た
大

樽

公

園

の
あ
る
「
長
島
ダ
ム
駅
」
、

絶
景
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
「
奥
大
井
湖
上
駅
」
、

若
返
り
の
湯
と
呼
ば
れ
る

名
湯
が
あ
る
「
接
岨
峡
温

泉
駅
」
な
ど
が
観
光
地
と

し
て
有
名
で
す
が
、
ひ
と
つ

ひ
と
つ
の
駅
に
、
そ
の
地
域

な
ら
で
は
の
人
々
の
暮
ら
し
、

ス
ポ
ッ
ト
な
ど
、
魅
力
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
途
中
下

車
も
ま
た
、
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン

の
楽
し
み
方
の
ひ
と
つ
で
す
。

長適晨憶業
｀
、

″

不着駅の先にある廃線小路

閑蔵駅

ぃ
か
ゎ
ね
の

ぁ
す
す
め
ス
ポ
ツ
ト

閑蔵分校跡

団爛酬卵∬ず静o

Ｆ

Ｌ

脚閣
・

．噌

．

r

1予 セ́



●継舞カレン外
口欧J圏 鯰鰭あぶとライン
ピ512日 開瓢属sLフェスタh千頭
18欧J囲 鰍織 諌外
19日 (日) 回  ダムツアー(井り||ダム)

20日 (月 祝):困麗冒 ダムツアー (長島ダム)

一　

　

　

　

一

丼
川
湖
渡
船
ブ
レ
ミ
ア
ム
缶
バ
ッ
ジ

か
な
り
の
人
気
で
…

飩

プ
レ
ミ
ア
ム
缶
バ
ッ
ジ
づ
く
一

り
に
取
り
組
み
、
渡
船
利
用
一

者
に
無
料
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
一

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

制
作
に
あ
た
っ
て
は
デ
ザ
一

イ
ン
、
配
布
の
対
象
者
、
配
布
一

方
法
、
バ
ッ
ジ
に
込
め
る
願
い
・

等
々
に
つ
い
て
子
ど
も
と
大
人
一

が
真
剣
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
一
一

子
ど
も
た
ち
は
制
作
を
通
一

し
て
ふ
る
さ
と
の
魅
力
を
再
一

発
見
で
き
、
相
手
を
意
識
す
一

る
こ
と
で
よ
り
良
い
作
品
を
一

作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
　
一

小 促  上 な 』
市蓬菱育ユ変み
鷺番璽な童萄【
雰あ嘉塩鎖]見あ り I蕪
手玉 F の を

う旱葬技修膏塑i51彎婁曇意

祝

　

　

祝

跡

恥

旬
一

４

　

５

　

中

・一

2日 (日) ■□困徳山さくら祭り

中旬   回 献茶式、り1眼茶の日

29日は・初回田異馴縁鼎盤蘇棚盤
29日 l■・祝)■困目 赤石温泉まつりo樺荘)

雨  あまこの里釣りまつり保阿肉

口困□
肩療月2ジタ_センター

鷹璃胴 ホタル観賞

壬皇幹要誓以2
閻 Tttl謂 雛 平日も運行  ネ 衛 用

ち 井 利 瓦 き で 渡
※4月第4週～ 1劉第 1週は平日も運行   で り|1用    る  す 船

み り こ 類 を 分 観 ごビ

今
回
は
、南
ア
ル
プ
ス
あ
ぷ
と

ラ
イ
ン
（大
井
川
鐵
道
井
川
線
）

初
の
女
性
運
転
士

羽
倉

知
世

さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

羽
倉
さ
ん
は
、
生
ま
れ
も
育

ち
も
川
根
本
町
で
都
内
の
短

大
を
卒
業
後
、
保
育
士
の
道
ヘ

と
進
み
ま
し
た
。
そ
の
時
、
遠
足

で
訪
れ
た
「鉄
道
博
物
館
」
で
子

ど
も
た
ち
と
夢
中
に
な
っ
て
見

た
電
車
に
興
味
を
持
ち
、
鉄
道

会
社
へ
転
職
を
決
意
。
全
く
業

種
の
違
う
転
職
に
友
人
た
ち
か

ら
は
驚
か
れ
た
と
言
い
ま
す
。

平
成
２３
年
５
月
か
ら
奥
泉

駅
で
駅
員
と
し
て
入
社
後
、

運
転
士
に
憧
れ
て
車
掌
の
業

務
経
験
を
積
み
、
内
燃
車
運

転
免
許
を
取
得
。
平
成

２７
年

‐２
月
か
ら
運
転
士
と
し
て
乗

務
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

平
成
２９
年
３
月
Ｈ
日
か
ら

全
線
復
旧
す
る
あ
ぷ
と
ラ
イ
ン

で
す
が
、
羽
倉
さ
ん
に
見
所
を

聞
い
た
と
こ
ろ
「関
の
沢
橋
梁
」

と
の
答
え
が
。
こ
こ
は
、
日
本

一

の
高
さ
を
誇
る
鉄
道
橋
と
し

て
も
有
名
で
す
が
、
写
真
撮
影

や
景
色
を
眺
め
る
た
め
に
徐
行

運
転
を
し
て
く
れ
ま
す
。
徐
行

運
転

は
、
制
御

ハ
ン
ド

ル
を

う
ま
く
調
整
し
な
い
と
車
両

が
揺
れ
て
し
ま
う
た
め
、
快
適

に
乗

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
運
転
す
る
「
腕

の
見
せ
ど

こ
ろ
！
」
と
言
い
ま
す
。

「将
来
は
、
電
気
車
の
運
転

免
許
試
験
に
も
挑
戦
し
、あ
ぷ
と

ラ
イ
ン
全
線
を
運
転

で
き
る

運
転

士

に
な
れ
た
ら
な
。
」

と
、
笑
顔
で
語
る
羽
倉
さ
ん
。

運
転
士
と
で
つ
仕
事
が
本
当

に
好

き
な
ん
だ
な

と

思

う

写
真
を
パ
シ
ャ
リ
。

蔦

驚
l'      はくら  ともよ

Vo:.6羽倉 知世さん 011根 )

いかわね新聞 編集後記
■「南アルプスあ′3くとライン周辺地域誘客協議会」が立ち上がりました
■協議会では、「あぶと無人駅の利活用について」読者からのアイディアを募集しています
【送付先】′‖根本町商工観光課 〒428-0411 静岡県榛原郡川根本町千頭1183-l MAILshoko― kanko@town kawanehonigjp

い
か
わ
ね
新
聞

第
６
号
　
２
０
１
７
年
３
月
１
日
発
行
（年
３
回
発
行
）

発
行
・南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
静
岡
地
域
連
携
協
議
会

〒
４
２
０
１８
６
０
２
　
静
岡
市
葵
区
追
手
町
５
の
１
　
静
岡
市
環
境
創
造
課
内

ｈ
０
５
４
（２
２
１
）
１
３
５
７

【会
員
】静
岡
森
林
管
理
署
、
天
竜
森
林
管
理
署
、
静
岡
県
、
静
岡
市
、
川
根
本
町
、
（株
）特
種
東
海
フ

ォ
レ
ス
ト
、
中
部
電
力
（株
）静
岡
支
店
、
し
ず
て
つ
ジ
ャ
ス
ト
ラ
イ
ン
（株
）、
川
根
本
町
森
林
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
、
自
然
公
園
指
導
員
、
井
川
観
光
協
会
、
川
根
本
町
ま
ち
づ
く
り
観
光
協
会
、
南

ア
ル
プ
ス
・井
川
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
、
一般
社
団
法
人
エ
コ
テ
ィ
か
わ
ね

【会
の
紹
介
】南
ア
ル
プ
ス
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
静
岡
地
域
連
携
協
議
会
は
、
南
ア
ル
プ
ス
周
辺
地
域
の
自
然

環
境
の
保
全
と
文
化
の
継
承
を
図
り
、
そ
の
持
続
可
能
な
利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
協
議
会

で
す
。
※
こ
の
新
聞
で
は
、川
根
本
町
の
情
報
を
「か
わ
ね
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

聯




